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第 19 回兵庫県障害者芸術・文化祭 

「美術工芸作品公募展」およびオープニングシンポジウムの開催 
 
県内に在住する障害者から作品を募集し、表彰、展示することにより、障害者の自立更

生及び社会参加意欲を高めるとともに、県民の障害者に対する理解認識を深めるため、第

19回障害者芸術・文化祭「美術工芸作品公募展」を開催します。 

また、そのオープニングにあたり、2025年大阪・関西万博に向けて障害や多様性の理解

促進を図るため、表現活動の素晴らしさや今後の障害者芸術のあり方を考えるシンポジウ

ムを開催します。 

記 

１ 美術工芸作品公募展 

(1) 日時 

令和６年３月１日（金）～３月 10 日（日） 午前 10 時～午後５時 30 分まで 

                 （最終日は午後２時まで） 

(2) 会場  

兵庫県立美術館 ギャラリー棟３階 ギャラリー  

（神戸市中央区脇浜海岸通１-１-１）  

   (3) 出品品目 

絵画、書、写真、工芸・その他 計 417 点  

 

２ オープニングシンポジウム 

(1) 日時 

令和６年３月１日（金） 午後１時～午後３時まで（開場 12 時 30 分～） 

(2) 会場  

兵庫県立美術館 ギャラリー棟３階 ギャラリー  

（神戸市中央区脇浜海岸通１-１-１）  

  (3) 内容 

表現すること、つくること、未来へつなぐこと～障害者芸術の取組の現場から～ 

司会：ターザン山下氏（KissFM KOBE サウンドクルー） 

① （一社）障がい者自立推進機構理事 セイン カミュ氏 

「障害のあるアーティストの創作活動」 

② （特非）100 年福祉会片山工房理事長 新川 修平氏、スタッフ 川本 尚美氏 

「片山工房が考える・障害のある方のアート活動に必要なこと」 

(4)申込方法 

   別添チラシに記載の FAX または QR コードにて申込み 

   定員：200 名（先着順） 

  https://www.e-hyogo.elg-front.jp/hyogo/uketsuke/form.do?id=1707207598056 

昨年度の様子 


